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組織体制の検討について
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第1回

 

維持管理・環境管理専門委員会

2014年5月22日



【平成30年度以降の協議会の組織体制について】

 

～特に維持管理の視点から～

①維持管理メニューの洗い出し
1)整備済み箇所の現地状況の確認

2)国が実施すべきメニュー

 

・「河川管理用通路」の除草

 

・事業効果検証のためのモニタリング

 

・整備地に流入した土砂の除去等

3)上記以外のメニュー

 

・整備地（上池湿地・下池ハンノキ移植地等）の

 

目標種定着までの外来種駆除、

 

・事業効果検証以外のモニタリング

②維持管理に必要な人員・コス

 

トの算出

③組織体制の検討

④資金確保方策の検討

洗い出したメニューに必要な人員・コストの算出

 

※三ツ又沼ビオトープ等の事例を参考

1)先行事例の確認（管理目標ワーキン

 
グ主催の視察等）

2)体制の検討

 
＊協議会とは別組織の立ち上げ？

 
⇒

 

①協議会、②NPO、③公益法人、

 
④株式会社、⑤公園化

 

等

1)事例の確認

2)資金確保方策の検討

組織の設立・維持管理の実施（Ｈ３０以降）

１．組織体制について

管
理
目
標
Ｗ
Ｇ

新
た
な
委
員
会

●管理目標ワーキングでイメージしていた組織体制の検討の流れでは、公園化等も含めた組織体制の検討を行うこととなっています。

●また、新たな制度として「河川協力団体」という組織体制もでき、制度の活用も考えられます。

河川協力団体制度について

◆河川協力団体制度とは、自発的に河川の維持、

 
河川環境の保全等に関する活動を行うNPO等

 
の民間団体を支援するものです。

◆河川協力団体としての活動を適正かつ確実に

 
行うことができると認められる法人等が対象

 
となり、河川管理者に対して申請を行います。

 
申請を受けた河川管理者は、適正な審査のう

 
え河川協力団体として指定します。

◆申請資格
・代表者の定めがあること
・事務所の所在、構成員の資格、代表者の選任

 
方法、総会の運営、会計に関する事項その

 
他を内容とする規約その他これに準ずるも

 
のを有すること

・適切な経理事務及び会計処理が行われている

 
こと

・５人以上・５年以上の団体であること
・暴力団関係者を含まない、宗教活動又は政治

 
活動を目的としない団体であること

・税の滞納がないこと
・公序良俗に反するなど不誠実な行為を行って

 
いないこと

・河川協力団体としての活動以外では、河川協

 
力団体と称して活動を行わないことが誓約

 
できること

※第35回協議会(2013年12月3日)資料より
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２．企業ＣＳＲ等の実施状況について

①ハローウッヅの森（ツインリンクもてぎ）

②シャープの森（全国・札幌市）

③サンデンフォレスト（群馬県赤城山）

④サントリー

 

天然水の森

 

赤城（群馬県赤城山）

⑤荒川下流自然地管理アダプト制度

 

千住桜木自然地（荒川下流）

⑥葛飾区

 

堀切菖蒲園（葛飾区）

⑦三菱ＵＦＪグループ
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２．企業ＣＳＲ等の実施状況のＨＰ調べ

・ツインリンクもでぎ「ハローウッヅの森」では、環境調査が実施されています。調査団体は、ハローウッヅとなっています。

※ホンダ

 

環境年次レポートより

※日本自然保護協会HPより

・ハローウッヅにはオートキャンプ

 
場があり、利用料金の収入があり

 
ます。

・専門的な調査の委託については、

 
HPでは不明です。

※ホンダ

 

ハローウッヅより
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①ハローウッヅの森



２．企業ＣＳＲ等の実施状況のＨＰ調べ

・「シャープの森」は、従業員の環境意識と社会貢献意識のさらなるい醸成を図ることを目的に実施され、従業員とその家族が森の管理

 
の一部を担っているようです。

※シャープＨＰより
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②シャープの森



２．企業ＣＳＲ等の実施状況のＨＰ調べ
・「サンデンファシリティ株式会社」では、2002年に荒廃した森林であった土地に、生産工場を建設するにあたり、大規模な「近自然工

 
法」を取り入れて造成することにより、美しい自然環境を取り戻す取り組みが行われました。これらの取り組みが評価され、2013年4 
月には、緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰を受賞しています。

③サンデンフォレスト

【サンデン株式会社】

 
カーエアコンシステム、

 
冷凍・冷蔵ショーケース、

 
自動販売機、住環境機

 
器の製造・販売を行い、

 
お客様の快適な環境を

 
提供しています。

※サンデンフォレストＨＰより

【あかぎくらぶ】

 
非特定営利法人「あかぎくらぶ」が設立され、

 
地域と一緒になって赤城山全体の保全活動

 
が実施されています。

※あかぎくらぶＨＰより
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２．企業ＣＳＲ等の実施状況のＨＰ調べ
・2003年、サントリー九州熊本工場の水源涵養エリアで始めた、森を守り、水を育む活動は、今では、13都府県17カ所にまで広がり、総

 
面積は「天然水の森」が7,600ha超、協議会による活動が約1,050haとなっています。

④サントリー

 

天然水の森

 

赤城

※サントリーＨＰより

7



２．企業ＣＳＲ等の実施状況のＨＰ調べ ⑤荒川下流自然地管理アダプト制度 千住桜木自然地

・荒川下流では、将来像計画に基づいて、自然地の整備が進められてきていますが、維持管理が課題となっています。

・千住桜木自然地では、アダプト制度により、企業や団体に「荒川水辺サポーター」になってもらって、管理を行っています。

 
平成２５年度は、９団体と合意書を締結して実施されています。

※荒川下流河川事務所ＨＰより
※環境戦隊ステレンジャー

 

公式サイト

 

-

 

遊フロンティアＨＰより 8



２．企業ＣＳＲ等の実施状況のＨＰ調べ ⑥葛飾区

 

堀切菖蒲園

・江戸時代に誕生した、いくつかの花菖蒲園のうち、戦後唯一復興を果たした菖蒲園があります。

※葛飾区ＨＰより
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２．企業ＣＳＲ等の実施状況のＨＰ調べ ⑦三菱ＵＦＪグループ

・三菱ＵＦＪグループでは、主に環境教育に重点を置いた活動がなされています。

平成２３年度の活動一覧（三菱ＵＦＪファイナンシャルグループＣＳＲレポートより）
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